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教室通信
cue：きっかけ、合図、手掛かり、という意味
の他、研究の「究」（きわめる）を意味す
る。さらに　KUEE（Kyoto University
Electrical Engineering）に通じる。
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教室通信
宙空電波科学研究センター発足について
宙空電波科学研究センターは、平成12年４月１日、超高層電波研究センターが改組され新しく発足致
しました。『宙空』は一般には馴染みの薄い言葉ですが、大空とそれに連なる惑星間宇宙を包含する領
域を意味します。本センターは特に電波を共通の研究手段或いは対象としていることが特色です。宙空
を占める地球大気や希薄な宇宙プラズマの諸現象の解明、及び電波の新たな利用手法の確立を行い、宙
空電波科学という新しい学問体系の創造と、社会からのニーズに応えうる人材の育成を目指します。
宙空電波科学研究センターは３研究部門６研究分野２外国人客員分野で教官総数は20名（内３名は外
国人客員研究員）の構成となります。まず地球電波科学研究部門（大気圏光電波計測分野、グローバル
大気情報解析分野、大気循環科学分野（外国人客員）では、大型大気レーダー『MUレーダー』（滋賀県
信楽町）を始めとする電波・光学設備を中心に、グローバルな観測データや数値モデルを用いた地球大
気の電波観測と研究が行われます。一方、宇宙電波科学研究部門（宇宙電波工学分野、電波科学シュミ
レーション分野、宇宙電波環境科学分野（外国人客員）では、『電波科学計算機実験装置（KDK/A-
KDK）』や文部省宇宙科学研究所の科学衛星・ロケットを用いた惑星間宇宙の電波探査や電波環境研究
が推進されます。また電波応用工学研究部門（マイクロ波エネルギー伝送分野、レーダーリモートセン
シング工学分野）では、『マイクロ波電力伝送実験システム（METLAB）』を用いたマイクロ波エネル
ギー送受電基礎技術と、先端的な大気レーダーリモートセンシング技術の開発、並びに、それらの利用
手法の確立が目指されます。さらにスケールの大きな宇宙太陽発電システムの研究や、A-KDKとMUレ
ーダー/赤道における大気レーダーによる国際共同研究の推進は関連部門が協同して当たることになっ
ています。また、本年度中に『宇宙太陽発電所発送受電システム』が導入される他、『赤道大気レーダ
ー』も初めて赤道直下のインドネシアに設置される予定になっています。新センターとなって、これら
の設備を中心とする国際的な共同研究により、独創的な宙空電波科学研究を一層進展させてゆきたいと
願っております。
本センターの教官は情報学研究科通信情報システム専攻および理学研究科地球惑星科学専攻の構成員
であり、積極的に大学院教育に貢献しています。また従来通り電気電子工学科の学部学生の教育・卒業
研究指導にも当たっております。関係各位には、従前にも増して新センターを支えていただきたく、変
わらぬご理解とご支援をお願いすると共に、学生の進路指導・就職等につきましてもこれまで同様にご
配慮くださいます様よろしくお願い申し上げます。
編集後記
今世紀最後の発刊となります「cue」第6号を皆様にお届けいたします。1998年6月の創刊号からこれ
までの短期間におきましても，電気系関係教室では 種々の新設講座が開設され組織名の変更や改組も
多く見られます。「cue」は来世紀も情報発信を続けて参りますので，皆様のご支援・ご協力をよろしく
お願い申し上げます。 （Y.K.記）
No.6
62
おわびと訂正
cue第5号の「学生の声」欄(49ページ)におきまして、編集上の不手際により著者の方のお名前を誤っ
て掲載してしまいました。関係各位にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫びしてここに訂正させて
いただきます。
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